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・鰍 デー・榔 れ・・ ●
25次越 冬隊 は2月1日 に26次隊 と越 冬 交替 を行 い,2






や まと 山 脈
みずほ基地
東クイーンモードランド地域
1984-85年・マ クマ ー ドサ ゥ ン ド
国際共 同観測
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同観 測 を 始 めて か ら3年'1/・で,新 しい 現 象が 起 った とい
うの は,寿 命の 長 い地 球 物 理 現 象 を相 田 こして い る 者に
とっ て ・扮巫であ った.こ の 噴 火 は地 球 上 の 火 山噴 火 と し
て は 大 き くは な い が,エ レバ ス 山の 火山 活 動 と して は.
人 類 が 確 認 した今 世 紀最 大 の噴 火 と 云 え る.
火 日[∴1辺の 数100mの 範 囲 内 に,直 径1mを 越 す 火
山弾 を 飛 ば す よ う な 噴 火 を1HIO～20凹 く り返 す 活 動
が,9月 か ら11月末 ま で続 いた.標 高36〔H[m付近 に 建 っ
て い た 観 測 小屋 に は1〔X)個に及 ぶ 火山 弾 が 落 ちて い るの
が,12月末 の調 査 で分 った 、1972年12月か ら[[1頂火|1内に
存在 し,注 目され 続 け て いた 溶 ≒[1湖が[]t'法に よ って 消 滅
した こ とが,10月21nの現 地 調 査で 確 認 され た が,12月下
旬 に は 新 し く小 さ な溶 岩 湖 が出 現 した.12月 に 入 る と火
山弾 を 火 口の外 に 飛 ばす よ うな噴 火は 急 速 に な くな り,
代 って 高 圧 ガ ス を 数10秒間 噴 出 す る型 の消 火 が 起 り始 め
た.こ の噴 火 の 型 が 変 る と と も に.そ れEでlrい ド均 し
て100回 以i:も起t)ていた 火 山性 地 震 も:IO～50「']|と、 そ
の数 を 減 じた.こ れ ら 一連 の 現 象は,我 々の 地 震 観 測 網
に 記 録 され て い る の で,詳 細 な解 析 に よ リエ レバ ス 火山
の噴 火 メカ ニ ズム の 解 明へ の 大 きな 手が か りとな ろ う.
日本 か らの 参加 者は軍 者と新A,川清 信 助f'(北 海道 大
学 理 学i3t)がll月7　Elに出 発,11日に マ クマ ー ドJ,ll地に
到着,bii{'f}和雄 助 丁・(極地 研)が11月L)lll1に出 発 、27n
に到 着 した.渋 谷助 手到 着後 、 た だ ちにn本 隊 の 受 け も
つ 臨 時観 測 点 設 置 の 弓ll備を開 始 し,12月5日 に7点 す べ
て を完 了 した.
火薬 の 爆 発 は4ヵ 所 で,テ ス トを含 め 合 計ll回実 施 し
た.観 測 は 既 存 の テ レ メー タ観 測 網10点,臨 時7点,合
計17点で 行 った.火 薬 「}1:の少 な い 爆発 の場 合 に は,記 録
で きな い観 測 点 もあ っ た が,実 験 は ほ ぼ 所 期 のi]的を 達
す る こ とが で きた.
この 人1二地 震 観 測 の ほ か,日 本 隊 は臨 時 地 震観 測点 な
.どで の 帷力 測 定,地 質 調 査 な ど も実 施 した.ま た ス コ ッ
ト基 地 に設 置 して あ る 地 震 記 録 器 の 保守,こ れ ま で に 得
られ て いる 地 震 磁 気 テ ー プの 再 生 や読 み と りな ども,例
年 通 り行 い.筆 者は　L　Jj　13　Fl、　他 の2名 は25日それ ぞれ
無 事 帰 国 した.
1985年12月1[1は南 極 条約 調 印25周年1記念 で,ス コ ッ
ト川 越で は 式 典 が あ り,筆 者 も招 待 され て 出 席 した.こ
の 式 典 に は ア メ リカ.ソ ビエ ト本 国か ら もメ ッセ ー ジが
寄 せ られ,参 加 昔.一同,南 極 の 平 和利 用 に つ き,思 い を
新 に させ られ た.
二 、一 ジー ラ ン ドの 実 施 した 掘 削 プ ロ ジェ ク トは,天
候 や 冴:状か ら.f足 した うちCIROS2の み が掘 られ た.
海 底.ド168mの 第3紀 層 の岩 盤 に 到 達 し て,掘 削 は打
切 られ た.　11Jjg　Fl,　風 速5)m/Sの ブ リザ ー ドに見 舞
わ れ,日 本 隊 が ガス ク ロマ トグ ラ フ な どの 測 定 器 を設 置
して あ った 掘 削点 の 小 屋 が5()mも 飛 ば され た.
火Llil・k(h:ff{もる エ レ パ ス 「「EＴ負
極 地 研
CIROSの掘削には小村和久助教授(金沢大学理学部)
と中谷周助教授(弘 前大学理学部)が 参加した.ま た,












































5,1983から1984年に か け て オ ー ス トラ リア 南 方海 域
の海 況
中 井 俊 介,蓮 本 浩 志,根 本 敬 久(東 大 ・海 洋 研)
II.　植 物 プ ラ ン ク トン と基 礎 生 産
1.南 大 洋 の ナ ンノ プ ラ ン ク トン相




















谷口 旭(東 北大 ・農)
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m.ナ ンキョクオキアミの生態と現存量
1.南大洋(オ ース トラリア南方海域)の オキアミ類
寺崎 誠,和ffl昌子(東 大 ・海洋研)
2.ナンキeクォキア ミの擬餌行動
一餌料の大きさと濃度が擬餌速度に与える影響一
石井晴人,大 森 信,村 野正昭(東水大)
3.魚群探知機によるナンキョクオキア ミ及び他生物
の計測
稲垣 正,挙 国添,晋 山恒雄(東 大 ・海洋研)
4.開洋メしSIBEX-I　fStee調査によるオキア ミ現存量
推定
白木原国雄(水 大枝),中山覚介(水 産庁 ・
開洋メL),小牧勇蔵(水 産庁 ・遠洋水研)
IV.　動 物 プ ラ ンク トン と マ イ ク ロ ネ ク トン
1.オ ー ス トラ リア 南 方海 域 に お け る遊 泳控 え び 類 の
分 布
岩 崎 望,根 本 敬 久(東 大 ・海 洋 研)
2.1983～1984白鳳 丸 航 海(BIOMASS・SIBEX)にょ
り採 集 され た 南 極 海 表 層 の端 脚 類 永 田 樹 三
3.南 極 海 の 表 層域 に 分布 す る カ ニ類 幼 生 と端 脚 類





B.　E.　Casareto,　根 本 敬 久(東 大 ・海 洋 研)
5.デ ィス カ バ リーN70V型 ネ ッ トに ょ る 動物 プ ラ ン














宮 正樹,沖 山宗雄,根本敬久(東大 ・海洋研)
V.有 機粒状物とその鉛直輸送
1南 極海太平洋海域における懸濁態有機物の分布 と
組成 田上英一郎(神 戸大 ・自然科学)
2.南極洋においてセデ ィメント・トラップにょり採
集された粒状物の性状





寺崎 誠,根 本敬久(東大 ・海洋研)
4.南極海における沈降粒子有機物の化学的特徴とそ
の起源 松枝秀和,'匹田暢彦(名大 ・水圏)
特 別 講 演　 　 J.　A.　Knox
5.セ ジメ ン ト トラ ップ 実験 か らみ た南 極 海 で の 生 物
生 産性 と物 質除 去
原 田 晃,乗 木 新一・郎,角 皆 静 り3(北大 ・水 産)
6.南 極 海 に お け る有 機 物 の 鉛 直 輸送 の 特 徴
'r.Hl暢彦.松 枝 秀 和(名 大 ・水 圏)









浜田悦之(東 水大),谷口 旭(東 北大 ・農)




江n充,石 田祐三郎(京 大 ・農)
2.南極海における海洋細菌の増殖速度
木暮一・啓,深 見公雄,清 水 潮,多 賀信夫
(東大 ・海洋研)
3.南極海域の細菌相について
清水 潮,木 暮一・啓,深 見公雄,今 田千秋
(東大 ・海洋研)
4.南極海の細菌によるオキアミのキチンの分解
深見公雄,清 水 潮(東 大 ・海洋研)
VIIL　微 量 元 素 の 蓄 積
1.　E"Phattsia　SuPerba　中 の 微 量 元 素 と放 射 性 核 種
濃 度
一5一
上nl泰司,石 井紀明,鈴 木 譲,中 原元和,
中村良一(放 医研 ・海洋那珂湊)
小牧勇蔵(水 産庁 ・遠洋水研)




A,N.　Subramanian,　田 辺 信介,n高 秀 夫,
立 川 涼(愛 媛 大 ・農)
3.太 平 洋 南北 亜 寒帯 域 に 生息 す る海 鳥類 に よ る有 機
塩 素 化 合 物 の 濃縮 特 性
田辺 信 介,立 川 涼(愛 媛 大 ・農 〉
田中 博 之,小 城 春 雄(北 大 ・水 産)
岡 奈 理 子(山 階 鳥 研)
4,南 極 ア デ リー ペ ンギ ンの 屯 金属 蓄 積 とそ の 繁 殖 過
程 に お け る蓄 積 変 動
立 川 涼,本 川克 久.山 本 義 志,日 高 秀夫
(愛媛 大 ・農)
IX.　海 鳥 ・海獣 類 と 生 態 系 モ デ ル
1.南 極 海 イ ン ド洋海 域 に お け る1983～1984年夏 季 の
海 鳥 分布
内 藤 冷 彦,大 山 佳 邦(極 地 研)
小 牧 勇 蔵(水 産 庁 ・遠 洋 水 研)
2.南 極 海域 に お け る ミンク ク ジラの 生 物 学 的 パ ラメ
タ の経 年 変 動 か らみ た ヒゲ ク ジ ラ類 の 種 間 関 係
加藤 秀 弘(鯨 研)
3.1983年に 昭 和 基 地 付 近 で 観 察 され た ア デ リー ペ ン
ギ ンの 個 体 数
神m啓 史,渡 辺 研太 郎(極 地 研)
佐 藤 博 雄(東 水 大)
4.生 態 系 モ デル の 設 計 に 関 す る 考 察
嶋 津 靖 彦,一.一月・太 郎(水 産 庁 ・遠 洋 水 研)























7.1983/1984年夏期 オ ー ス トラ リア 南 方 南大 洋 収 束
域 に お け る植 物 プ ラ ンク トン群 集
古 谷 研,蓮 本 浩 志,中 井 俊 介,根 本 敬 久
(東大 ・海 洋 研)
8.「 し らせ」 航 跡(1983-84)に沿 った 表 層 ク ロ ロ フ
ィル 量 の 分布
谷 口 旭(東 北 大 ・農),浜 田悦 之(東 水 大)
内 藤 靖 彦(極 地 研)
9,1984年1月に観 察 され た 北 の 浦 一 定 点 に お け る微
細 プ ラ ン ク トン群 集の 経 時 変 化
谷 口 旭(東 北 大 ・農)
岩 波佳 祐,ニ ツ町 悟(海 上 保 安 庁 ・水 路 部)
浜 田悦 之(東 水 大),内 藤 靖 彦(極 地 研)
10.海水 中 部 に 見 られ た 中心 目£ll藻を主 体 と した　Ice
Algae群集 渡 辺 研 太 郎(極 地 研)
11.1982年冬 期 の 昭 和基 地 にお け るice　algaeの増 加








　 　 　 G.W.　Hosie,　J.M.　Kirkwood　(Antarctic
　　 　 　 DiVisien,　Department　of　Science　and　Tech・
　　　　　 nology,　Australia)
14.氷海 域 で 観 察 され た ナ ンキ ョク オ キ ア ミの 群 密 度
お よび 交 尾 行 動






　 　 　 G.M.　Miller　(Sea　Fisheries　Research　Insti-
　 　 　 　 tute,　South　Africa)
L6.開 洋 丸SIBEX・1魚 探 調 査 に お け る 自 然 状 態 の オ
キ ア ミの タ ー ゲ ッ トス ト レ ン グ ス 測 定
白 木 原 国 雄(水 大 枝),中 山 覚 介(水 産 庁 ・開
洋 丸),小 牧 勇 蔵(水 産 庁 ・遠 洋 水 研)
17.　Electron　rnicroscopy　ofgut　contents　and　faeoes
of　EttP乃ακS.　ia　suψerbα
　 　 　 H.　J.　Marchant,　G.　V.　Nash　(Antarctic




　 　 　 　 P.G.　Thomas,　G.V.　Nash,　T.　Ikeda
　 　 　 　 (Antarctic　Division,　Department　of　Science
　 　 　 　 and　Technology,　Australia)
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19.南極 昭 和 基 地周 辺 よ り採 集 され た 端 脚 類
永 田 樹 三
20,昭和 基 地周 辺 の 定 着氷 下 に お け るキ ク ロ プ ス 目焼
脚 類 個 体群 の季 節 変 動
石 田和 久,久 保 田 正(東 海 大 ・海 洋)





　 　 　 W,　Slosarczyk　(Sea　Fisheries　Institute,
　 　　 　 Department　ofIehthyology,　Poland)
22.昭和 基 地 周 辺 の 海 氷 下 に お け る海 洋性 細 菌 の挙 動
に つ いて
佐 藤 博 雄(東 水 大),深 見 公 雄(東 大 ・海 洋
研),渡 辺 研 太 郎(極 地 研)
23.航空 カ メ ラ に よ り リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 海 域 にお け
る アザ ラ シセ ンサ ス
内 藤 靖 彦(極 地 研),浜 田悦 之(東 水 大)
谷 口 旭(東 北 大 ・農)
研究所 出版物






　 　 Syrnposiurn　o Polar　Meteorology　and　Glaciology,










職 員 の 異 動
第25次 隊 月例 報告(11月～12月)
11月に3回 の ブ リザ ー ドが あ った が,お だや か な 天気
が続 き,中 ・下 旬 の|1照時 間 は 歴 代 第3位 を記 録 した.
12月も晴 天 が 多 く,月 間 日照 時 間 は観 測 史 上第1位 とな
った.







生物 ・医学;定 常海洋観測では,各 ステーションで採
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stati。ns)
平均 気 温(Mean　temP.)　〔°C)
最 高 気 温(Max.　temP.)　(℃
最 低 気 温(Min,temP.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,
　 　 　 　 　 　 sea　|eveD　(mb、
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 rclative　humidity-%.
平 気 風 速(Mean　 wind　spee(1)　(m/sノ
最 大 風 速 ・10分 間 平 均::Niax.　wi1ユd　spcc〔L
10-min.111eanノ　 (m.isノ
瞬間 最 大 風 速　「Gust-m.fsl


















































南 極 に 印 卜.1る1・肝 植 物a)1柿..ト ニL..1ク コ 川7・ キ
南 極 は北 極 と北 へ る と植 物 は非 常 に 少な い.北 極 の森
林限 界r66°30'N)L・/北で は 種子 植 物 は9〔X)種近 く知 られ
て い る が 、1紅極 の 同 緯 度以 南 では わ ず か2踵 の み で あ る.
森 林 限 界 は7、8月 の ・1え均 気 温 が1〔〕:C、L月が0.Cで あ
る等 温 線 に ・致 し.地 理 学 上 でlt'f'ばれ てい る北 極 圏 に ほ
ぼ収 ま る.南 極 も同 様 に し て 夏の 平 均 気 温 が1〔}Cの 等
温線 を 引 く と.55°S付 近 の 南極 収 束線 あ た りに オよる.
そ こは ちIlう ビ」阻南 極地 域 の 馬蝉{出こ相 当す る.南 極 と
北 極 とで は綿r変に して約10°の差 が あ る 二とに な る、.・
般 に 植物 の 分布 は 年'ド均 気 温 と年 間 降 水rsl:{こ強 く影 響 を
受 け る が,南 極で は 月平 均 気 温 がL5℃ 以fi[こな らず,;
太 陽 エ ネル ギ ー が 直接 に植 物 の 生 長 を コ ン トロー ル す る
地 域 を南 極 地 域(60°Sl-/["3Dとして植 物 地 理 学 」:,定め.
られ て い る.し か しな が ら,南 極 は周 囲 が 海 に[用ま れ て:
い るの で北 極 の よ うに段 階 的 に気 候 が 変 化せ ず.そ れ に'
応!て 植物 帯 も段 階 的 に区 分 され る嫌 な こ と に は な らi
な い.す な わ ち,あ る 郁の 植 物 の 分布 域 を 考慮 して 修 正
も余 儀 な く され て い る.た とえ ば.ナンキ ョ ク ミ ドリナ デ ・
シ コ とナ ン キ/"クコ メス ス キ('ゲt`o　a)2種の み の 柿r-.
植 物 が 自生 す る サ ウ スサ ン ド イッチ 島 とブ ーべ 島 を 含む.
30cW～30°Ei50°Sの範1用を ヒ逃 した 南 極地 域 に 加え る
二 とに して.そ れ を南 極 植物 帯 とす る こ とが提 案 され て 「
い る、 この 南極 植 物 帯 の定 義 は[目〔19極との 区別 に お い て
{i効で あ るが.実 際 の と ころ 南 極 大陸 のノぐトは2種 の 郁.
r植物 も生 育 で きな い 地域 で あ り..ヒ逃 した区 分 だ けで.
はi'分で な い,そ こ で 現 在 で は 南 極植 物 弗二を.2つ に 分:
itて考え るの が.・般 的 に な っ て い る.す な わ ち,2種 の.
種r－植 物 が 自生 し.月.'ド均 気 温 が0.℃を上 まわ る 月 は少
な く とも1つ あ1),-1{}C以.ドに な る のitまれ な地 域
と.種 子 植 物 の 「1生は な く,月 平 均気 温 が{}Cを上 ま曇),
る 月は 工つ もな く,-2〔1.Cを下 ま わ る 月 力漕・い地 域 で あ
る,前 者は 海 洋性 南 極 」世帯 とい い.南tw-'llJiliのマー ガ レ
ッ ト湾(68°S)以北 で,サ ウ ス シ エ トラ ン ド諸 島 な どの;
島 蝋 群 が 含 走れ る.後K－は 大 陸性 南 極地 帯 と い い,68°S
踊 の 繭 吼 と晒 蜥 ・東1踊 の 大 陸 沿 細 靹 陸{
山1吾部 を含 め た 広 大 な 地域 で あ る,}
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